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S u y a m a、 根 本 文 夫  F u m i o  N e m o t o、 森 脇 拓 也  Ta k u y a  M o r i w a k i、 畑 山 和 己  

K a z u m i  H a t a y a m a、 内 藤 博 道  H i r o m i c h i  N a i t o  

 

４ ） 船 橋 市 立 医 療 セ ン タ ー  脳 神 経 外 科  

 

５ ） 新 美  淳  

  D e p a r t m e n t  o f  N e u r o s u r g e r y,  F u n a b a s h i  M u n i c i p a l  M e d i c a l  C e n t e r  

  1 - 2 1 - 1 , K a n a s u g i , F u n a b a s h i , C h i b a , 2 7 3 - 8 5 8 8 , J a p a n  

  0 4 7 - 4 3 8 - 3 3 2 1  

    j u n i i m i @ h o t m a i l . c o m  

 

６ ）外 腸 骨 動 脈 破 裂 、後 腹 膜 血 腫 、穿 刺 合 併 症 、バ ル ー ン 付 き ガ イ デ ィ ン グ カ

テ ー テ ル  

 

７ ） 本 論 文 を , 日 本 脳 神 経 血 管 内 治 療 学 会  機 関 誌 「 J N E T  J o u r n a l  o f  
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和 文 要 旨  

【 目 的 】 9 F r シ ー ス 挿 入 時 の 外 腸 骨 動 脈 破 裂 に 対 し 、 バ ル ー ン 付 き

ガ イ デ ィ ン グ カ テ ー テ ル に よ る 順 行 性 血 流 遮 断 が 有 効 で あ っ た 1 例

を 報 告 す る 。【 症 例 】 7 6 歳 男 性 、 脳 梗 塞 急 性 期 に 血 栓 回 収 術 を 施 行

し よ う と 、 右 総 大 腿 動 脈 穿 刺 し 、 4 F r シ ー ス か ら 9 F r シ ー ス に

e x c h a n g e し た 。そ の 際 に 外 腸 骨 動 脈 破 裂 を 来 た し 、間 も な く シ ョ ッ

ク 状 態 と な っ た 。 用 手 的 圧 迫 で は 止 血 は 得 ら れ ず 、 対 側 総 大 腿 動 脈

穿 刺 し 9 F r  O P T I M O を 破 裂 部 位 の 近 位 に 誘 導 、b a l l o o n  i n f l a t i o n し

順 行 性 血 流 を 遮 断 す る 事 で 、 血 圧 を 安 定 さ せ 、 外 科 的 人 工 血 管 置 換

術 を 施 行 し 、 救 命 し 得 た 。【 結 論 】 外 腸 骨 動 脈 破 裂 に 対 し 、 b a l l o o n

に よ る 順 行 性 血 流 遮 断 は 有 効 で あ っ た 。  

 

諸 言  

近 年 、 脳 血 管 領 域 に お い て も 、 血 管 内 治 療 は 増 加 傾 向 に あ る 。  

血 管 内 治 療 の デ バ イ ス の 進 歩 は 目 覚 ま し い も の が あ る が 、 治 療 に よ

っ て は 大 径 シ ー ス の 挿 入 を 要 す る 。 ま た 、 患 者 の 高 齢 化 に 伴 い 、 穿

刺 を 含 め た ア ク セ ス ル ー ト に 苦 慮 す る 事 も 少 な く な い 。  

血 管 内 治 療 を 行 う 上 で 、 穿 刺 関 連 合 併 症 は 常 に 起 こ り 得 る 合 併 症 で

あ る 。 穿 刺 関 連 合 併 症 と し て は 、 穿 刺 部 出 血 、 仮 性 動 脈 瘤 、 動 静 脈

瘻 、血 管 破 裂 、血 栓 閉 塞 な ど が 報 告 さ れ て い る 1 , 2 , 3 , 4 , 5 ）。穿 刺 部 出 血

や 血 管 破 裂 で は 、後 腹 膜 血 腫 を 形 成 し 、血 圧 低 下 を 来 た す 事 も あ り 、

特 に 注 意 が 必 要 で あ る 。  

今 回 我 々 は 、 脳 梗 塞 急 性 期 の 緊 急 血 栓 回 収 術 に お い て 、 右 総 大 腿 動

脈 （ c o m m o n  f e m o r a l  a r t e r y : C FA） 穿 刺 し 、 4 F r シ ー ス か ら 9 F r シ



ー ス へ e x c h a n g e す る 際 に 外 腸 骨 動 脈 （ e x t e r n a l  i l i a c  a r t e r y : E I A）

破 裂 を 来 た し 、シ ョ ッ ク 状 態 と な っ た が 、速 や か に 対 側 C FA 穿 刺 し 、

9 F r  O P T I M O（ 東 海 メ デ ィ カ ル プ ロ ダ ク ツ ,  愛 知 ） を 破 裂 部 位 の 近

位 に 誘 導 、 b a l l o o n  i n f l a t i o n し 順 行 性 血 流 を 遮 断 す る 事 で 血 圧 を 安

定 さ せ 、 外 科 的 人 工 血 管 置 換 術 を 施 行 し 、 救 命 し 得 た 1 例 を 経 験 し

た の で 報 告 す る 。  

 

症 例 呈 示  

患 者 ： 7 6 歳 、 男 性  

既 往 歴 ： 高 血 圧 症 、 心 房 細 動 、 脳 梗 塞  

某 年 某 日 、1 7 時 に 突 然 発 症 の 構 音 障 害 、左 不 全 片 麻 痺 で 前 医 へ 救 急

搬 送 。 頭 部 C T 検 査 に て 脳 梗 塞 急 性 期 の 診 断 と な り 、 当 院 へ 紹 介 搬

送 と な っ た 。  

当 院 搬 送 時 、 G l a s g o w  C o m a  S c a l e  E 4 V 4 M 6、構 音 障 害 、左 不 全 片 麻

痺 を 認 め 、 N a t i o n a l  I n s t i t u t e s  o f  H e a l t h  S t r o k e  S c a l e  1 2 点 で あ

っ た 。脳 M R I で は 右 島 皮 質 か ら 頭 頂 葉 に か け て D W I  h i g h  i n t e n s i t y  

a r e a を 認 め （ F i g . 1 A , B）、 D W I -  A l b e r t a  S t r o k e  P r o g r a m m e  E a r l y  

C T  S c o r e  8 / 11 点 、 M R A で は 右 中 大 脳 動 脈 （ m i d d l e  c e r e b r a l  

a r t e r y : M C A） 分 枝 閉 塞 を 認 め た （ F i g . 1 C）。 こ の 時 点 で 発 症 よ り 約

3 時 間 で あ っ た が 、 血 液 検 査 に て 血 小 板 9 万 /μ l で あ り 、 ア ル テ プ

ラ ー ゼ 静 注 療 法 は 禁 忌 で あ っ た た め 、 直 接 血 栓 回 収 術 を 行 う 方 針 と

な っ た 。  

右 C FA を 穿 刺 し 、 4 F r ロ ン グ シ ー ス は 難 な く 挿 入 さ れ た 。 ま ず 4 F r

カ テ ー テ ル に て 右 内 頚 動 脈 造 影 を 行 い 、 右 M C A 分 枝 閉 塞 を 確 認 。



次 に 4 F r シ ー ス を 抜 去 し 、ワ イ ヤ ー に 沿 っ て 9 F r シ ー ス に e x c h a n g e

し よ う と し た が 、 血 管 蛇 行 が 強 く 、 な か な か 9 F r シ ー ス は 奥 ま で 挿

入 で き な か っ た 。 シ ー ス を 少 し ず つ 押 す と 、 j u m p i n g す る 様 に シ ー

ス が 進 ん だ 。 す る と 、 患 者 は 右 下 肢 痛 を 訴 え 、 不 穏 状 態 と な り 、 血

圧 低 下（ 収 縮 期 血 圧 1 0 0 m m H g 台 ）を 認 め た 。血 管 損 傷 を 疑 い 、9 F r

シ ー ス よ り 造 影 を 行 う と 、右 E I A 破 裂 に 伴 う e x t r a v a s a t i o n を 認 め

た（ F i g . 2 A）。用 手 的 圧 迫 で は 止 血 困 難 で あ り 、急 速 大 量 輸 液 を 行 う

が 血 圧 を 維 持 で き ず 、収 縮 期 血 圧 は 5 0 m m H g 台 ま で 低 下 し 、シ ョ ッ

ク 状 態 と な っ た 。ま ず 、右 C FA よ り 挿 入 さ れ た 9 F r シ ー ス か ら 9 F r  

O P T I M O を 挿 入 し 、破 裂 部 位 を 通 過 し て 近 位 へ 誘 導 し よ う と す る が 、

血 管 蛇 行 が 強 く 困 難 で あ っ た 。そ の た め 、左 C FA 穿 刺 し 、 9 F r シ ー

ス を 挿 入 、 9 F r  O P T I M O を 左 か ら 右 E I A の 破 裂 部 位 の 近 位 に 誘 導 、

b a l l o o n  i n f l a t i o n し 順 行 性 血 流 を 遮 断 し た（ F i g . 2 B）。す る と 、収 縮

期 血 圧 は 1 2 0 - 1 3 0 m m H g 程 度 ま で 上 昇 し 、安 定 し た 。造 影 を す る と 、

逆 行 性 に 軽 度 の e x t r a v a s a t i o n を 認 め る も の の 、 造 影 剤 の p o o l i n g

を 認 め（ F i g . 2 C）、出 血 は コ ン ト ロ ー ル 出 来 て い た た め 、そ の ま ま 手

術 室 の 準 備 を 待 っ た 。 心 臓 血 管 外 科 に て 開 創 す る と 、 1 / 3 周 程 度 の

血 管 損 傷 が あ り 、 動 脈 硬 化 性 変 化 も 強 か っ た た め 、 縫 合 で の 修 復 は

困 難 と 考 え 、 人 工 血 管 置 換 術 を 施 行 し た 。 術 後 は 大 き な 合 併 症 な く

経 過 し 、 フ ォ ロ ー ア ッ プ の C T  a n g i o g r a p h y に て も 、 右 E I A 及 び そ

の 末 梢 の 血 流 は 良 好 で あ っ た（ F i g . 3）。フ ォ ロ ー ア ッ プ の 脳 M R I で

は 、 右 前 頭 -頭 頂 葉 に 脳 梗 塞 を 認 め た が 、 右 M C A は 再 開 通 を 認 め て

い た 。患 者 は 、構 音 障 害 、左 不 全 片 麻 痺 が 後 遺 し 、第 3 0 病 日 に 、リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院 転 院 と な っ た 。  



 

考 察  

脳 血 管 内 治 療 の 増 加 に 伴 い 、 そ の 合 併 症 に 対 す る 対 応 の 重 要 性 も 増

し て き て い る 。 術 中 の 血 栓 塞 栓 症 や 、 脳 動 脈 瘤 治 療 で あ れ ば 脳 動 脈

瘤 破 裂 な ど に 注 意 が 向 き が ち で あ る が 、 穿 刺 関 連 合 併 症 は 、 ど の 様

な 血 管 内 治 療 に お い て も 常 に 起 こ り 得 る 合 併 症 で あ る 。  

脳 血 管 内 治 療 で は 大 腿 穿 刺 を す る 事 が 多 く 、 そ の 穿 刺 関 連 合 併 症 は

全 体 と し て 0～ 1 7 %と 報 告 さ れ て い る 1 , 2 , 4 ）。 治 療 に よ っ て は 大 径 シ

ー ス の 挿 入 を 要 す る 事 が あ り 、 そ の 様 な ケ ー ス で は よ り 穿 刺 関 連 合

併 症 に 注 意 が 必 要 で あ る 4 , 6 ）。 穿 刺 関 連 合 併 症 と し て は 、 穿 刺 部 出

血 、 仮 性 動 脈 瘤 、 動 静 脈 瘻 、 血 管 破 裂 、 血 管 閉 塞 な ど が 報 告 さ れ て

い る 1 , 2 , 3 , 4 , 5 ）。  

ま ず は 、 こ れ ら の 合 併 症 を 予 防 す る た め に 、 正 確 な 知 識 の 習 得 、 適

切 な 術 前 評 価 に 基 づ い た 丁 寧 な 手 技 が 求 め ら れ る 事 は 言 う ま で も な

い 。 高 齢 の 患 者 が 増 加 し て お り 、 血 管 蛇 行 の 強 い 症 例 に 遭 遇 す る 機

会 も 少 な く な い 。 そ の た め 、 術 前 に ア ク セ ス ル ー ト の 確 認 を 行 い 、

慎 重 に ア ク セ ス ル ー ト を 決 定 す る 事 が 重 要 で あ る 。  

本 症 例 は 緊 急 の 血 栓 回 収 術 で あ り 、 詳 細 な 術 前 評 価 は 施 行 出 来 て い

な か っ た 。 4 F r シ ー ス は 問 題 な く 挿 入 可 能 で あ っ た が 、 9 F r シ ー ス

挿 入 時 に 血 管 蛇 行 部 位 で 引 っ か か り 、 術 者 が 無 理 に 押 し て し ま っ た

た め に 血 管 破 裂 を 来 し て し ま っ た 。 本 来 は 、 血 管 蛇 行 部 位 の 手 前 ま

で 9 F r シ ー ス を 挿 入 し 、 9 F r  O P T I M O と イ ン ナ ー カ テ ー テ ル と の

c o a x i a l  s y s t e m を ガ イ ド ワ イ ヤ ー で 先 行 さ せ る 事 で 血 管 を 直 線 化 さ

せ 、 そ れ か ら シ ー ス を 奥 ま で 挿 入 す る べ き で あ っ た 。 大 腿 穿 刺 部 出



血 の 多 く は 、 血 腫 は 大 腿 部 に 広 が り 、 シ ョ ッ ク 状 態 に ま で 至 る 事 は

少 な い と 考 え ら れ る 。 し か し 、 出 血 が 頭 側 に 起 こ っ た 場 合 に は 、 後

腹 膜 血 腫 を 形 成 し 、シ ョ ッ ク 状 態 に な り 得 り 、死 亡 率 は 6 . 6 %と も 報

告 さ れ て い る 4 ）。 そ の 様 な 場 合 、 用 手 的 圧 迫 で 止 血 が 得 ら れ な け れ

ば 、 対 側 穿 刺 し 、 出 血 部 位 の バ ル ー ン に よ る 止 血 が 有 効 で あ る と 報

告 さ れ て い る 7 ）。  

本 症 例 の 様 に 、 腸 骨 動 脈 破 裂 を 来 た す 例 は 稀 で は あ る が 、 ひ と た び

起 こ る と 後 腹 膜 血 腫 を 形 成 し 、 容 易 に シ ョ ッ ク 状 態 と な り 得 り 、 転

帰 不 良 例 も 少 な く な く 5 , 8 ）、 正 確 か つ 迅 速 な 診 断 と 対 応 が 必 要 と さ

れ る 。 腸 骨 動 脈 破 裂 に 対 し て は 、 こ れ ま で は 外 科 的 修 復 術 が 一 般 的

で あ り 、 外 科 的 修 復 術 ま で 待 機 出 来 な い 様 な 症 例 で は 、 胆 管 用

c o v e r e d  s t e n t が 用 い ら れ て き た 9 ）。 近 年 は c o v e r e d  s t e n t や s t e n t -

g r a f t 留 置 の 報 告 が 増 加 し て お り 1 0 , 1 1 , 1 2 , 1 3 ）、本 邦 で も 末 梢 血 管 用 の

s t e n t - g r a f t が 承 認 さ れ た 。  

し か し 、 緊 急 で デ バ イ ス を 準 備 出 来 な い 施 設 も 多 い 。 ま た 、 本 症 例

の 様 に 蛇 行 が 強 い 血 管 に お い て は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ー で 真 腔 を 確 保 す

る 事 が 困 難 で あ っ た り 、留 置 し た c o v e r e d  s t e n t が k i n k す る 事 に よ

る エ ン ド リ ー ク 等 も 懸 念 さ れ る 。  

本 症 例 に お い て は 、 急 激 に 血 圧 低 下 し 、 シ ョ ッ ク 状 態 と な っ て し ま

っ た た め 、 新 た な b a l l o o n 等 の デ バ イ ス を 準 備 し て い る 時 間 的 余 裕

は な く 、ま た c o v e r e d  s t e n t や s t e n t - g r a f t を す ぐ に 使 用 で き る  状

況 で も な か っ た 。そ の た め 、血 栓 回 収 術 用 に 準 備 し て い た O P T I M O

を 、右 C FA か ら 破 裂 部 位 を 通 過 し 近 位 へ 誘 導 し よ う と し た が 、血 管

蛇 行 が 強 く 、 破 裂 部 位 に ス ト レ ス が か か り 、 困 難 で あ っ た 。 そ の た



め 、左 C FA 穿 刺 を し 、O P T I M O を 右 側 へ 誘 導 し た 。O P T I M O  b a l l o o n

を 破 裂 部 位 で i n f l a t i o n す る と 、 破 裂 部 位 を よ り 大 き く し て し ま う

事 が 懸 念 さ れ 、破 裂 部 位 の 近 位 で b a l l o o n  i n f l a t i o n し 順 行 性 血 流 を

遮 断 し た 。 幸 い 血 圧 を 安 定 さ せ る 事 が 可 能 で あ っ た 。 し か し 、 逆 行

性 の 血 流 は 残 存 す る た め 、 近 位 遮 断 の み で 循 環 動 態 が 安 定 し な い 場

合 は 、 破 裂 部 位 の 直 接 的 な b a l l o o n に よ る 遮 断 が 必 要 で あ ろ う 。 そ

の 際 、 大 径 の シ ー ス や カ テ ー テ ル に よ る 新 た な 血 管 損 傷 の 危 険 性 も

あ り 、 時 間 的 ・ 人 員 的 余 裕 が あ れ ば 、 小 径 の シ ス テ ム の 使 用 が 望 ま

し い 。そ の 際 に 用 い る 末 梢 血 管 用 の P TA b a l l o o n と し て は 、6～ 7 m m

径 で あ れ ば 6 F r シ ー ス で 使 用 可 能 で あ る が 、確 実 な 止 血 を 得 る た め

に は 9～ 1 0 m m 径 の b a l l o o n を 用 い る 事 が 望 ま し く 、 7 F r シ ー ス 挿

入 が 必 要 で あ る 。そ れ で も 止 血 困 難 な 場 合 に は 、I A B O（ I n t r a - A o r t i c  

B a l l o o n  O c c l u s i o n）カ テ ー テ ル の 挿 入 に よ る 大 動 脈 血 流 遮 断 や 、他

に 手 段 が 無 い 場 合 に は 、 胆 管 用 c o v e r e d  s t e n t も 治 療 選 択 肢 の １ つ

と な り 得 る 。  

血 管 内 治 療 を 行 う に あ た り 、 穿 刺 か ら 止 血 ま で 、 い つ ど の 様 な 合 併

症 が 起 こ っ て も 、 適 切 に 対 応 で き る 準 備 が 必 要 で あ る 。  

 

結 語  

血 栓 回 収 術 の 際 の 9 F r シ ー ス 挿 入 時 に 、外 腸 骨 動 脈 破 裂 を 来 た し シ

ョ ッ ク 状 態 と な っ た が 、 O P T I M O  b a l l o o n に よ っ て 順 行 性 血 流 を 遮

断 す る 事 で 、 救 命 す る 事 が 出 来 た １ 例 を 経 験 し た 。 外 腸 骨 動 脈 破 裂

に 対 し 、 b a l l o o n に よ る 順 行 性 血 流 遮 断 は 有 効 で あ っ た 。  
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